
観音寺にお遍路さん１０００人

五
月
の
連
休
の
始
ま
っ
た
三
日
、

観
音
寺
に
は
同
行
二
人
と
書
か
れ

た
袋
を
肩
に
掛
け
、
南
無
大
師
遍

照
金
剛
の
白
衣
を
着
た
千
人
近
い

お
遍
路
さ
ん
が
集
ま
っ
た
。
正
午

前
に
は
法
螺
貝
（
ほ
ら
が
い
）
を
吹

き
鳴
ら
し
、
お
大
師
様
の
入
っ
た
厨

子
を
背
負
っ
た
人
を
中
心
に
し
た

本
隊
が
到
着
、
大
師
像
の
あ
る
札

所
の
前
で
般
若
心
経
を
二
回
、
さ

ら
に
観
音
堂
の
前
で
も
唱
和
。
お

り
か
ら
ボ
タ
ン
満
開
の
全
山
は
信

仰
の
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

逆
井
地
区
の
講
の
人
た
ち
は
、
朝

か
ら
八
百
人
分
の
昼
食
や
飲
み
物

を
用
意
し
、
地
区
別
に
境
内
の
あ

ち
ら
こ
ち
ら
に
シ
ー
ト
を
敷
き
、
場

所
を
作
っ
て
待
っ
て
い
た
。
そ
れ
が

あ
っ
と
い
う
間
に
満
員
と
な
っ
た
。

と
き
な
ら
ぬ
に
ぎ
わ
い
に
ボ
タ
ン
見

物
の
一
般
客
が
入
り
込
む
す
き
も

な
い
。

観
音
寺
に
集
合
し
た
の
は
南
相
馬
送
り
大
師
、
い
ま
で
は
東
葛
・
印
旛
大
師
組
合
と
い
う
弘

法
大
師
信
仰
の
講
の
人
た
ち
。
手
賀
沼
南
岸
の
柏
市
・
沼
南
町
・
白
井
町
・
鎌
ヶ
谷
市
・
松
戸

市
の
三
市
二
町
に
配
置
さ
れ
た
写
し
札
所
の
八
十
五
キ
ロ
を
五
月
一
日
か
ら
五
日
の
間
に
踏

破
す
る
も
の
で
、
観
音
寺
は
三
日
の
昼
食
場
所
に
な
っ
て
い
た
。
こ
と
し
は
沼
南
の
泉
地
区
が

結
願
所
（
け
ち
が
ん
し
ょ
）
で
、
泉
地
区
の
人
た
ち
が
、
八
十
八
か
所
を
回
っ
て
五
日
に
戻
る
。

結
願
区
は
三
十
二
か
所
あ
り
三
十
年
に
一
度
は
結
願
区
と
な
る
。
逆
井
地
区
が
結
願
区
に

な
っ
た
の
は
明
治
三
十
六
年
、
昭
和
六
、
三
十
六
年
、
平
成
六
年
だ
そ
う
だ
。

逆井漫歩⑳

札
所
は
沼
南
が

五
十
一
か
所
も
あ

り
、
柏
の
十
六
が
続

い
て
い
る
。
観
音
寺

は
六
十
九
番
、
「
観

音
の
大
悲
の
ち
か

ら
強
け
れ
ば
重
き

罪
を
も
ひ
き
あ
げ

て
た
べ
」
と
い
う
ご

詠
歌
が
か
か
げ
ら

れ
て
い
る
。
浅
間
神

社
近
く
に
あ
る
弁

財
天
の
祠
は
四
十

八
番
と
な
っ
て
い
る
。

大
師
像
の
前
は
満
員
盛
況
。
い
つ
も
の
静
寂
が
う
そ
の
よ
う
だ
㊦

沼南の泉地区の人たちに背負われたお大師さんの厨子が到着した

（平
成
十
二
年
五
月
）


